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Smart Laps 操作説明書 

(c) mtabe STUDIO 2017

ビーコンには単4電池2本を取り付けてください。
コネクタは電源スイッチとモードスイッチの機能を備えています。

ブザー 
タイラップなどで
固定してください

コネクタ 
受信機の空きチャンネルに
接続してください

本体 
両面テープなどで
固定してください

ビーコン 
コネクタがスイッチを
兼ねています。

センサー 
ポリカ板などでステーを
作成して窓から見える位置に
取り付けてください。

おく
・SEC L セクタービーコン出力小
・SEC H セクタービーコン出力大
・LAP L ラップビーコン出力小
・LAP H ラップビーコン出力大てまえ
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Smart Laps
本体ボタン＆LED説明

(c) mtabe STUDIO 2017

Wi-Fiボタン 
ダウンロードの前にボタン
を押してWifiモードにしてく

ださい。

ヒットLED  
ビーコンを検知するとブザー
と同時に点灯します。

PWR / Wi-Fi LED  
電源オンで緑に点灯。

Wifiモードになると
点滅します。
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Smart Laps
PCアプリの使いかた

(c) mtabe STUDIO 2017

ラップデータダウンロードの仕方
0. 走行後に一度受信機の電源を切る
1. 受信機の電源を入れる
2. 本体のWi-Fiボタンを押してをWifiモードにする

ビープ音のあとWifi LEDが点滅
3. PCのWi-FiをSmartLaps-XXXXに接続

パスワードは smart000
4. ダウンロードボタンをクリック

ダウンロードボタン

右クリックで削除

右クリックで
ベストラップ修正

プロトのSSIDと
パスワードは

HAKARunJaXXX
hakaru00
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Smart Laps
ビーコン設置のコツ

(c) mtabe STUDIO 2017

コースを2つのセクタに分けて計測する場合
右回りの簡単なコースを例とすると・・・
本体のセンサーは進行方向右側に向かって車に取り付けます。
計測ライン(S/F)地点にビーコンをコース内側から外側に向けてラップモードで設置します。
S1の終了地点にビーコンをコース内側から外側に向けてセクターモードで設置します。
※コースの外側から内側に向けて設置するとA地点でミスカウントしてしまいます。 
 
室内の場合は壁などの反射でミスカウントを起こす場合があります。出力を小(L)で使用したり
ビーコンの向きや位置を調整して、正しく測定できる場所を探して下さい。 

S/F

セクター2

S1

セクター1

LAPビーコン

SECビーコン

A
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Smart Laps
F.A.Q.

(c) mtabe STUDIO 2017

"走行中にラップタイムは受信できますか？"
走行中に電波を発信すると操縦に悪影響が出る恐れがありますので、ラップタイムの取得はで
きません。

"複数のユーザーが同時に利用できますか？"
データのダウンロード時以外はWi-Fiを利用しないので何台でも同時に計測可能です。ダウン
ロード時に使用する2.4GHzのWi-Fiには13チャンネル(RCのバンドに相当します)ありますが同
時に使用できるのは3～4チャンネル程度と言われています。SmartLapsでは空きチャンネルを
検索して通信しますので数人程度であれば同時にダウンロード可能です。ダウンロード後は速
やかに本体の電源をOFFにしてチャンネルを解放してください。

"ビーコンのIDは何種類ありますか？"
ビーコンの製品は1種類です。ラップモードとセクタモードに切り替え可能です。また屋外用と
室内用の二段階に出力を変更可能です。複数のユーザーで使用する場合も1台(区間タイムが必
要な場合ラップ+セクター分)設置すればOKです。

"何ラップまでタイムを記録できますか？"
9999ラップまで記録が可能です。ダウンロード時間がデータとして記録されますので走行ごと
にダウンロードするとデータが確認しやすくなります。

"どんなスマホやPCに対応していますか？"
iPhoneとAndroid、Wondows7, 10に対応しています。機種によっては動作しない場合もありま
すので、購入前にアプリをダウンロード(無償)してお手持ちのスマホやPCで動作可能か確認し
て下さい。
※スマホアプリのダウンロードはただいま準備中です(17/1/30)

"ブザーの音が小さく操縦台から聞こえない。"
ブザーはビーコン設置位置の確認や赤外線センサの動作確認を目的としています。また走行用
のバッテリーを使用するため大音量のブザーを使用すると走行に影響が出る可能性があるため
小さめの音量となっています。
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(c) mtabe STUDIO 2017

"ラップがとれない"
本体のLEDやブザーでビーコンの受信状態が確認できます。まずは走行前に正常に動作してい
るかを確認して下さい。ビーコンの赤外線は３～５メーターほど届きます。屋外の場合は日光
に影響を受けますので車両の赤外線受光部が直射日光が当たらない様にセンサーやビーコンを
設置して下さい。室内などで壁に反射してビーコンから離れた場所で赤外線を検知してしまう
場合は出力をHからLに変更して下さい。

"Smart Laps(Wi-Fi)が見つからない"
RCの電源を入れた後に本体のボタンを1秒程度長押しするとブザーの音の後Wi-Fi(アクセスポイ
ント)が起動します。パソコンやスマホでSmart LapsにつなげるにはWi-Fiの設定が必要です。
Smart LapsのSSIDはhakaruXXXX(XXXXは一台ごとに違います)です。初回設定時にパソコンが
新しいアクセスポイントを検索するには30秒から1分程度かかる事があります。


